
古川高校での取り組み

古川高等学校

●メリーcleanスマス●

令和４年１２月２３日 全校生徒から
参加者を募り、昨年と同様に古川高
校周辺の地域の道路の清掃活動を

実施

今回収集したゴミは、ペットボトル・
缶・ビン・電池・傘のフレーム・ぬい
ぐるみ・紙製品・プラスチック製品等

大崎市の規定に従い収集したゴミ
の分別を行い、地域環境の保全に

貢献した

●紫臙定期戦●

歴史

１９５６年、当時男子校であった古川
高校と栗原市の築館高校がお互い
を兄弟校に認定し、お互いの部活動
で力を高め合い、交流を深く持つ為
定期戦という行事が始まった

内容

主に両校の運動部同士が試合を行
う形式でぶつかり合う。種目は両校
に存在する運動部である、野球・テ
ニス・バレー・卓球・剣道・バスケット
ボール・サッカー・バドミントンであり、
文化部は綱引きとして一部の生徒が

参加する

今年度

コロナ禍の影響で中止となる種目も
あったが感染対策を行いながら両校
がぶつかり合い、結果は９－４で古川

高校の勝利となった

テーマ 「わたしたちの志と地域貢献」



今後の活動予定
（地域関係）

内容

・児童館で子どもたちと遊んだり
希望する小中学生に勉強を教える

目的・ねらい

１古川高校と地域の結びつきを
深める

２子どもたちとの出会いを通して
古高生の健全育成を促進する

活動開始時期

５月から

実施日

７月２１日・２２日・２３日

コロナ以前の古高祭

地元の商店街での仮装パレードか
ら始まり、商店街には笑顔が溢れ
ていた。また、地元の印刷会社の
ご協力のもと宣伝動画を作ってい
ただき地域の方々を招待して様々
な発表をするなど地域に密に関わ
る行事であった。

今年度

コロナ禍となり、活動が制限され、
今年度の古高祭は生徒の両親のみ
を招待し校内だけでの開催となっ
たが、大きな盛り上がりを見せた。

来年度

感染対策にしっかりと取り組んだ
上で、地域と関わりを持ったコロ
ナ以前の古高祭を取り戻していき
たい。

●古高祭●●小中学生との交流イベント●

地域と結びついた
学校行事


